東日本大震災復興支援

～とどけよう　スポーツの力を東北へ～

	平成２３年度第２回全国高等学校選抜スピードスケート競技会
要　　　　　　　　項　

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	１．主催
	(財)日本スケート連盟　(財)全国高等学校体育連盟

	
	

	２．共催
	帯広市　帯広市教育委員会

	
	

	３．後援
	北海道　北海道教育委員会　(財)北海道体育協会　北海道高等学校体育連盟
帯広市体育連盟　帯広市商工会議所　(財)帯広市文化スポーツ財団
帯広市観光コンベンション協会

	
	

	４．主管
	(財)北海道スケート連盟　(財)全国高等学校体育連盟スケート専門部
北海道高等学校体育連盟スケート専門部

	
	

	５．運営主管
	帯広スケート連盟

	
	

	６．期日
	平成２４年２月２４日(金)～２６日(日)

	
	

	７．会場
	明治北海道十勝オーバル（帯広の森公園内）
北海道帯広市南町南７線５６番地７　　　TEL：0155-49-4000

	
	

	８．競技距離
	女子　500ｍ　1000ｍ　1500ｍ　3000ｍ
男子　500ｍ　1000ｍ　1500ｍ　3000ｍ　5000ｍ

	
	

	９．日程
	2月24日(金)

開会式・監督会議・抽選会
公式練習
13:00　明治北海道十勝オーバル
14:00～17:00  中間整氷2回

スタートトライアル（中間1回）
2月25日(土)

開場

公式練習
競技開始
①男子5000ｍ
②女子500ｍ1本目・③男子500ｍ1本目
④女子500ｍ2本目・⑤男子500ｍ2本目
⑥女子1500ｍ・⑦男子1500ｍ
公式練習
7:00

7:15～ 8:30  

9:00

競技終了後1時間
2月26日（日）
開場
公式練習
競技開始
①女子1000ｍ・②男子1000ｍ
③女子3000ｍ・④男子3000ｍ
閉会式
7:00

7:15～ 8:30   

9:00

競技終了後


	
	

	10．参加資格
	(1) 選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する生徒であること。
(2) 選手は、各都道府県高等学校体育連盟に加盟している高等学校の生徒で、各都道府県スケート連盟を通じて(財)日本スケート連盟に登録されたものであること。
(3) 年齢制限
ア 年齢は平成６年４月２日以降に生まれたものとする。ただし、出場は２回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。
イ 特例として上記アに定める年齢制限について、中国等帰国生徒については適用しない。
(4) 同一学校であってもチーム編成に於いて、全日制、定時制、通信制の課程による混成は認めない。
(5) 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。
(6) 転校後６ヶ月未満の生徒の参加を認めない（外国人留学生もこれに準ずる）ただし、一家転住等やむを得ない場合は、各都道府県体育連盟会長の許可があればこの限りではない。
(7) 出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び、各都道府県高等学校体育連盟会長の承認を必要とする。
(8) 引率者は、校長の認める当該校の職員とする。だだし、やむを得ない事情により当該校の職員が引率でき ない場合は、学校長が依頼した他校の職員が引率できるものとする。
(9) 引率責任者は、選手の全ての行動に対して責任を負うものとする。
(10) 監督・コーチは、当該学校長が認める指導者とする。ただし、外部指導者の場合は、スポーツ安全保険等の賠償責任保険に必ず加入していることを条件とする。
(11) 参加資格の特例
ア １０の（ア）、（イ）に定める生徒以外で、大会参加基準を満たしかつ都道府県高等学校体育連盟が推薦する生徒を、別途に定める規定に従い大会参加を認める。
イ ６の(3)アのただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の場合は、同一競技２回までとする。
《全国高等学校体育連盟大会参加の別途に定める規定》
１　学校教育法第72条、115条、124条及び134条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育連盟の大会に参加を認められた生徒であること。
２　以下の条件を具備すること。
(1) 大会参加を認める条件
ア　(財)全国高等学校体育連盟の目的および永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。
イ　参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校および各種学校にあっては、年齢、修業年限ともに高等学校と一致していること。また、連携校の生徒による混成は認めない。
ウ　各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大会への出場条件が満たされていること。
エ　各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導の下に適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べ著しく均衡を失していず運営が適切であること。
(2) 大会参加に際し守るべき条件
ア　全国高等学校選抜スピードスケート大会開催基準要項を遵守し、競技種目大会申し合わせ事項等にしたがうとともに大会の円滑な運営に協力すること。
イ　大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて損害保険に加入しておくなど万全の事故対策を講じておくこと。
ウ　大会参加に要する費用については、応分の負担をすること。


	
	

	11.出場制限
	(1) 男女とも１名２距離以内とする。
(2) 出場申し込み選手のほか、監督１名、コーチ１名以内とする。　
(3) 外国人留学生については、１校男女各１名とする。
(4) (財)日本スケート連盟スピードスケートバッジテストＢ級以上の資格取得者であること。
(5) 出場できる選手は、１０の（３）により、学年制の場合は２年生以下とする。

	
	

	12.競技規則

	平成23年度(財)日本スケート連盟競技規則・規定並びに本大会要項及び(財)全国高等学校体育連盟スケート専門部規定による。

	
	

	13.競技方法
	(1) 男子、女子ともにダブルトラックレースの距離別競技とする。
(2) 500ｍは、インナーレーンスタート及びアウターレーンスタートの２回の合計タイムとする。
(3) 1500ｍ以上はカルテットスタートの競技方法を採用する。
(4) 入賞は各距離６位までとする。
(5) トラックは、１周400ｍの標準ダブルトラック(Ｃタイプ)とする。
(6) 組合せは、主催者の責任抽選とする。
ア　前年度及び当年度申込締切日以前に実施された、国際競技会を含む公式競技会の自己最高タイムに基づき上位から組合せる。この場合、同タイムは抽選で上位者を決定する。
イ　同一組に同一校の組合せはしない。ただし、同一カルテットにあってはこの限りではない。
ウ　各組のスタート順は、ランキングの下位の者からスタートする。

(7) 棄権者が出た場合の組み合わせの変更は1時間前までとする。

	
	

	14. 表彰
	男女別に各距離６位までに賞状、３位までに入賞メダルを授与する。

	
	

	15. 参加申込
	(1) 参加申込書
ア　参加申込書は、日本スケート連盟のホームページ　http://www.skatingjapan.or.jp/　からダウンロードし、記載注意事項を熟読したうえ記載すること。
イ　参加申込書(様式-1・様式-2-F・様式-2-M・様式badge)は、下記に送付すること。
〒080-2473　北海道帯広市西２３条南２丁目１２番地　
帯広三条高等学校内
全国高校選抜スピードスケート競技会実行委員会宛
TEL：0155-37-5501

ウ　参加申込書は、学校名で下記に送信すること。ただし、必要のないシート（記入上の注意、様式-Badge、公式大会）も削除しないこと。
　 　　E-Mail：447868@hokkaido-c.ed.jp　（北海道高体連スケート専門部十勝支部）　　　
(2) 参加料などの諸費用は、参加校申し込み責任者が、実行委員会口座に学校名で直接送金すること。
ア　参加料　　１種目につき　3,500円

イ　振込先　　金融機関名　　帯広信用金庫　電信通支店
口座番号　　　普通　０１８２３２２
口座名義　　　全国高等学校選抜スピードスケート競技会
委員長　細川　吉博
(3) 締め切り　  平成２４年 ２月８日（水）必着
(4) 申し込み締め切り後は、いかなる場合も納められた参加料は返還しない。
(5) 参加申し込みが遅延したもの、または参加申込書が不完全なものは本競技会への参加を認めない。

	
	

	16.　その他
	(1) 宿泊斡旋希望がある場合は下記に問い合わせること。
帯広旅館組合　E-mail：tokachi@obihiro-yado.com
(2) 輸送は公共交通機関を利用するものとする。
(3) 大会中（９．の全日程）の事故等については、応急処置のみとし責任を負わない。

(4)大会参加選手に1部プログラムを配布する。
(5)本競技会の成績により、次の競技会の参加資格を得る。
ア　500ｍまたは1000ｍの３位以内の者：第38回全日本スプリントスピードスケート選手権大会
イ　1500ｍ、3000ｍまたは5000ｍの３位以内の者：第81回全日本スピードスケート選手権大会
　ウ　各距離の６位以内の者：2012/2013ジャパンカップスピードスケート競技会　　　　　　　　　
(6) 大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとしこれ以外の目的に利用されない。


